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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
徳
永
久
志
君
提
出
子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
子
宮
頸 け

い

が
ん
に
よ
る
年
間
の
死
亡
者
数
は
、
令
和
元
年
が
二
千
九
百
二
十
一
人
、
令
和
二
年

が
二
千
八
百
八
十
七
人
、
令
和
三
年
が
二
千
八
百
九
十
四
人
で
あ
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
細
胞
診
単
独
法
」
及
び
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
」
（
以
下
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
「
単
独
法
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
は
、
市
区
町
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
割
合
及
び
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
の
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。
な

お
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
行
っ
た
「
市
区
町
村
に
お
け
る
が

ん
検
診
の
実
施
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
単
独
法
と
併
用
法
（
令
和
二
年
に
同
セ
ン
タ
ー
の
社
会
と
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
が

作
成
し
た
「
有
効
性
評
価
に
基
づ
く
子
宮
頸
が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
更
新
版
」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
「
細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
併
用
法
」
を
い
う
。
）
を
区
分
し
た
集
計
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
「
細
胞
診
（
従
来

法
）
」
（
以
下
「
従
来
法
」
と
い
う
。
）
及
び
「
細
胞
診
（
液
状
検
体
法
）
」
（
以
下
「
液
状
検
体
法
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
は
、
従
来
法
が
千
二
百
六
十
三
市
区
町
村
、
液
状
検
体
法
が
八
百
十
七
市
区
町
村
、
令
和
二
年
度



 

２ 

 

は
、
従
来
法
が
千
二
百
二
十
一
市
区
町
村
、
液
状
検
体
法
が
九
百
七
市
区
町
村
、
令
和
三
年
度
は
、
従
来
法
が
千
百
三
十
三

市
区
町
村
、
液
状
検
体
法
が
千
十
七
市
区
町
村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

度
は
百
九
十
三
市
区
町
村
、
令
和
二
年
度
は
二
百
三
十
六
市
区
町
村
、
令
和
三
年
度
は
二
百
三
十
九
市
区
町
村
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
初
め
て
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
対
象
と
な
っ
た
者
に
対
し
、
ク
ー
ポ
ン
券
や

検
診
手
帳
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
た
よ
り
科
学
的
か
つ
効
果
的
な
受
診
勧
奨
の
方
策
に
つ
い

て
、
「
が
ん
検
診
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
策
等
の
実
証
事
業
」
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん

は
二
十
歳
代
か
ら
罹 り

患
率
が
上
昇
す
る
も
の
の
、
二
十
歳
代
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
特
に
低
く
、
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
自
身
が
子
宮
頸
が
ん
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク
や
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
意
義
に
係
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
、

「
が
ん
検
診
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
及
び
早
期

治
療
の
た
め
に
は
、
若
年
層
に
対
す
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
推
進
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
、
若
年

層
を
対
象
と
し
た
受
診
勧
奨
に
関
す
る
好
事
例
の
周
知
も
図
り
つ
つ
、
個
別
の
受
診
勧
奨
や
未
受
診
者
に
対
す
る
再
勧
奨
を



 

３ 

 

含
め
た
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単

独
法
」
及
び
「
細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
併
用
法
」
を
い
う
。
）
は
、
「
検
体
は
医
師
採
取
を
原
則
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
の
自
己
採
取
法
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
不
足
し
て
お
り
、
受
診
率
向

上
に
つ
な
が
る
か
、
精
密
検
査
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
な
が
る
か
な
ど
のfeasibility

研
究
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
自
己
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
」
や
「
自
治
体
に
お
け
る
自
己
検
査

キ
ッ
ト
な
ど
の
無
料
配
布
事
業
へ
の
支
援
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
中
学
、
高
校
な
ど
で
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
各
学
校
で
が
ん
に
関
す
る
教
育

を
行
う
に
当
た
っ
て
の
教
材
を
作
成
し
、
同
教
材
に
お
い
て
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
ほ
か
、
厚
生
労

働
省
に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
小
学
校
六
年
～
高
校
一

年
相
当
の
女
の
子
と
保
護
者
の
方
へ
大
切
な
お
知
ら
せ
」
を
作
成
す
る
等
に
よ
り
支
援
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


